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【発明の詳細な説明】
【発明の名称】超高鮮明ディスク記録装置と再生装置およびその制御方法
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超高鮮明ディスク記録装置と再生装置、およびその制御方法に関する。本発
明は、知識経済部および情報通信研究振興院のＩＴ源泉技術開発事業の一環として実行し
た研究から導き出されたものである［課題管理番号：２００８－Ｆ－０１１－０１、課題
名：次世代ＤＴＶ核心技術開発（標準化連携）－無眼鏡個人型３Ｄ放送技術開発］。
【背景技術】
【０００２】
　オーディオ／ビデオ（Ａ／Ｖ）サービスは、ラジオおよび黒白テレビを初めとし、カラ
ーテレビを経て５．１チャンネルのＨＤＴＶ（High Definition Television）へと発展し
てきた。
【０００３】
　これにより、オーディオ／ビデオデータを記録して再生するためのＤＶＤ（Digital Vi
deo Disc）プレーヤも、現在ではブルーレイディスク（Blu-ray Disc）を用いたフル（Fu
ll）ＨＤ級（１０８０ｐ、５．１チャンネル）のオーディオ／ビデオの再生が可能な段階
にまで至っている。
【０００４】
　一般的に、既存のブルーレイディスクを用いたＤＶＤプレーヤは、ＭＰＥＧ４ＡＶＣ／
Ｈ．２６４コーデックを用いても、ディスク容量の限界とデジタル信号処理速度の限界に
より、映画１本程度のデータを記録してリアルタイムで再生することができた。
【０００５】
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　しかしながら、従来のＤＶＤディスクは、容量の限界とデジタル信号処理速度の限界に
より、４Ｋ級以上のビデオと多チャンネルオーディオをＤＶＤに格納および再生すること
ができなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国公開特許第２００８－００１０１５８号公報
【特許文献２】韓国公開特許第２００８－００１７５１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述したような従来技術を改善するために案出されたものであって、ディス
ク記録および再生装置において多チャンネルオーディオデータ、超大容量ビデオデータ、
および字幕データをリアルタイム処理が可能なように分離して並列処理し、各データ間の
同期化および分離したデータ間の同期化機能を適用して、４Ｋ級以上のビデオと多チャン
ネルオーディオの格納および再生が可能なディスクプレーヤおよびデジタルシネマ装置を
提供することを目的とする。
【０００８】
　また、本発明は、４Ｋ級以上のコンテンツをディスク上に分離して記録して、小さい空
間に大量のコンテンツを保管することができる格納装置を提供することを他の目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一側面に係る超高鮮明ディスク記録装置の制御方法は、オーディオデータ、ビ
デオデータ、および字幕データのそれぞれを複数に分離するステップと、前記複数のオー
ディオデータの標本化率（Sampling Rate）を変更したり、前記複数のビデオデータのフ
レーム率、カラー空間、色度形態のうちの少なくともいずれか１つを変更したりするステ
ップと、データを記録媒体に格納する光記入器（Optical Writer）を制御し、前記複数の
オーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データのタイトル情報と分離情報、または
前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データを記録媒体に格納するス
テップとを含む。
【００１０】
　このとき、前記オーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データのそれぞれを複数
に分離するステップは、前記ビデオデータを複数のサブフレーム（sub frame）に分離す
るステップと、前記オーディオデータを複数のチャンネルに分離するステップと、前記字
幕データを字幕の国家言語別に分離するステップとを含むことができる。
【００１１】
　このとき、前記オーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データのそれぞれを複数
に分離するステップは、前記ビデオデータをＧＯＰ（Group of Picture）単位とし、複数
のサブフレームに分離するステップとすることができる。
【００１２】
　このとき、前記複数のビデオデータのフレーム率、カラー空間、および色度形態のうち
の少なくともいずれか１つを変更するステップは、前記複数のビデオデータの１秒あたり
のフレーム数を変更するステップと、前記複数のビデオデータをＲＧＢ形態からＹＵＶ形
態に変換するステップと、前記複数のビデオデータの色度形態を変換するステップとを含
むことができる。
【００１３】
　このとき、前記複数のオーディオデータまたはビデオデータを圧縮するステップをさら
に含むことができる。
【００１４】
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　このとき、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データを記録媒体
に記録するための記録ストリーム形態のデータに変換し、前記複数のオーディオデータ、
ビデオデータ、字幕データ間の同期化のためのタイムスタンプを生成するステップをさら
に含むことができる。
【００１５】
　このとき、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、字幕データを記録媒体に格納
するステップは、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データのタイ
トル情報を生成するステップと、前記タイトル情報を記録媒体に格納するステップとを含
むことができる。
【００１６】
　このとき、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、字幕データを記録媒体に格納
するステップは、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、字幕データ間の同期化の
ためのタイムスタンプを用い、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕
データを記録媒体に格納するステップとすることができる。
【００１７】
　このとき、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データを記録媒体
に格納するステップは、前記オーディオデータの複数のチャンネルへの分離に関する情報
、前記ビデオデータの複数のサブフレームへの分離に関する情報、および前記字幕データ
の国家言語別の字幕への分離に関する情報を前記記録媒体に格納するステップとすること
ができる。
【００１８】
　本発明の一側面に係る超高鮮明ディスク再生装置の制御方法は、記録媒体に格納された
データを読み取る光読取器を制御し、記録媒体に格納された複数のオーディオデータ、ビ
デオデータ、および字幕データと、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および
字幕データのタイトル情報と分離情報を読み取るステップと、前記複数のオーディオデー
タの標本化率を変更したり、前記複数のビデオデータのフレーム率、カラー空間、色度形
態のうちの少なくともいずれか１つを変更したりするステップと、前記複数のオーディオ
データおよびビデオデータを出力するステップとを含む。
【００１９】
　このとき、前記記録媒体に記録するための記録ストリーム形態の複数のオーディオデー
タ、ビデオデータ、および字幕データを出力するためのデータの形態に変換し、前記複数
のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データ間の同期化のためのタイムスタン
プを読み取るステップをさらに含むことができる。
【００２０】
　このとき、前記複数のオーディオデータまたはビデオデータが圧縮されている場合、前
記複数のオーディオデータまたはビデオデータの圧縮を解除するステップをさらに含むこ
とができる。
【００２１】
　本発明の一側面に係る超高鮮明ディスク記録装置は、オーディオデータ、ビデオデータ
、および字幕データのそれぞれを複数に分離するデータ分離器と、前記複数のオーディオ
データの標本化率を変更したり、前記複数のビデオデータのフレーム率、カラー空間、色
度形態のうちの少なくともいずれか１つを変更したりするデータフォーマット変換器と、
データを記録媒体に格納する光記入器を制御し、前記複数のオーディオデータ、ビデオデ
ータ、および字幕データのタイトル情報と分離情報、または前記複数のオーディオデータ
、ビデオデータ、および字幕データを記録媒体に格納する超高鮮明コンテンツ制御器とを
備える。
【００２２】
　このとき、前記複数のオーディオデータまたはビデオデータを圧縮する符号化器をさら
に備える。
【００２３】
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　このとき、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データを記録媒体
に記録するための記録ストリーム形態のデータに変換し、前記複数のオーディオデータ、
ビデオデータ、字幕データ間の同期化のためのタイムスタンプを生成するデータフレーマ
をさらに備えることができる。
【００２４】
　このとき、前記データフォーマット変換器は、前記分離した複数のオーディオデータ、
ビデオデータ、および字幕データの個数と同じ個数で構成することができる。
【００２５】
　本発明の一側面に係る超高鮮明ディスク再生装置は、記録媒体に格納されたデータを読
み取る光読取器を制御し、記録媒体に格納された複数のオーディオデータ、ビデオデータ
、および字幕データと、前記複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データ
のタイトル情報と分離情報を読み取る超高鮮明コンテンツ制御器と、前記複数のオーディ
オデータの標本化率を変更したり、前記複数のビデオデータのフレーム率、カラー空間、
色度形態のうちの少なくともいずれか１つを変更したりするデータフォーマット逆変換器
と、前記複数のオーディオデータおよびビデオデータを出力する出力インターフェースと
を備える。
【００２６】
　このとき、前記記録媒体に記録するための記録ストリーム形態の複数のオーディオデー
タ、ビデオデータ、および字幕データを出力するためのデータの形態に変換し、前記複数
のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データ間の同期化のためのタイムスタン
プを読み取るデータデフレーマをさらに備えることができる。
【００２７】
　このとき、前記複数のオーディオデータまたはビデオデータが圧縮されている場合、前
記複数のオーディオデータまたはビデオデータの圧縮を解除する復号化器をさらに備える
ことができる。
【００２８】
　このとき、前記データフォーマット逆変換器は、前記複数のオーディオデータ、ビデオ
データ、および字幕データの個数と同じ個数で構成することができる。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、ディスク記録および再生装置において多チャンネルオーディオデータ
、超大容量ビデオデータ、および字幕データをリアルタイム処理が可能なように分離して
並列処理し、各データ間の同期化および分離したデータ間の同期化機能を適用して、４Ｋ
級以上のビデオと多チャンネルオーディオをディスクプレーヤおよびデジタルシネマ格納
および再生装置で使用できるようにする。
【００３０】
　また、本発明によれば、４Ｋ級以上のコンテンツをディスク上に分離して記録して、小
さい空間に大量のコンテンツを保管することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディスク記録装置および超高鮮明ディスク再
生装置を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディスク記録装置の制御方法を説明するため
のフローチャートである。
【図３】本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディスク再生装置の制御方法を説明するため
のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、添付の図面および添付の図面に記載された内容を参照しながら、本発明の好まし
い実施形態について詳細に説明するが、本発明が実施形態によって制限または限定される
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ことはない。図中、同じ参照符号は同じ部材を示す。
【００３３】
　図１は、本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディスク記録装置および超高鮮明ディスク
再生装置を示す図である。図１を参照しながら、本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディ
スク記録装置および超高鮮明ディスク再生装置について説明する。
【００３４】
　本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディスク記録装置１１０は、データ分離器（Data S
plitter）１１１と、データフォーマット変換器（Data Format Converter）１１２と、符
号化器（Encoder）１１３と、データフレーマ（Data Framer）１１４と、光記入器１１５
と、超高鮮明コンテンツ制御器（UHD Contents Controller）１２０とを備える。
【００３５】
　本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディスク記録装置１１０は、格納装置１００からオ
ーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データが伝達される。
【００３６】
　データ分離器１１１は、伝達されたオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕デー
タそれぞれをリアルタイム処理が可能なように複数に分離する。
【００３７】
　このとき、データ分離器１１１は、ビデオデータを複数のサブフレームに分離し、オー
ディオデータを複数のチャンネルに分離し、字幕データを字幕の国家言語別に分離するこ
とができる。
【００３８】
　また、データ分離器１１１は、ビデオデータをＧＯＰ単位とし、複数のサブフレームに
分離することができる。
【００３９】
　例えば、４Ｋ（ビデオ解像度３８４０×２１６０、３０ｆｐｓ）ビデオ、２２．２チャ
ンネルのオーディオ、および４ヶ国語の字幕データを有する超高鮮明コンテンツの場合、
データ分離器１１１は、ビデオデータをフルＨＤ（１９２０×１０８０ｐ）ビデオの４つ
のサブフレームに分離し、オーディオデータを６つのチャンネルずつで４つに分離し、字
幕データを各国家別に４つに分離することができる。このとき、データ分離器１１１は、
ビデオサブフレームの場合にはＧＯＰ単位で分離し、ビデオ符号化および復号化後に各サ
ブフレーム間に同期化が可能なようにすることができる。
【００４０】
　データフォーマット変換器１１２は、複数のオーディオデータの標本化率を変更したり
、複数のビデオデータのフレーム率、カラー空間、色度形態を変更したりする。
【００４１】
　より詳細に説明すれば、ビデオデータのフレーム率は１秒あたりのフレーム数を変更し
、カラー空間の変更はビデオデータをＲＧＢ形態からＹＵＶ形態に変更し、色度形態の変
更はＹＵＶにおける４：４：４、４：２：２、４：２：０間の相互変換を意味する。
【００４２】
　このとき、データフォーマット変換器１１２は、分離した複数のオーディオデータ、ビ
デオデータ、および字幕データの個数と同じ個数で構成することができる。
【００４３】
　また、データフォーマット変換器１１２は、複数のビデオデータの１秒あたりのフレー
ム数を変更したり、ＲＧＢ形態からＹＵＶ形態に変換したり、色度形態を変換したりする
ことができる。
【００４４】
　符号化器１１３は、複数のオーディオデータまたはビデオデータを圧縮することができ
る。
【００４５】
　データフレーマ１１４は、複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データ
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を記録媒体に記録するための記録ストリーム形態のデータに変換することができる。
【００４６】
　このとき、データフレーマ１１４は、分離した複数のオーディオデータ、ビデオデータ
、および字幕データの同期化のためのタイムスタンプを生成する。
【００４７】
　光記入器１１５は、超高鮮明コンテンツ制御器１２０の制御により、記録媒体１４０に
複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データを格納することができる。
【００４８】
　超高鮮明コンテンツ制御器１２０は、データを記録媒体１４０に格納する光記入器１５
０を制御する。超高鮮明コンテンツ制御器１２０は、複数のオーディオデータ、ビデオデ
ータ、および字幕データのタイトル情報と分離情報、または複数のオーディオデータ、ビ
デオデータ、および字幕データを記録媒体１４０に格納する。
【００４９】
　より詳細に説明すれば、超高鮮明コンテンツ制御器１２０は、複数のオーディオデータ
、ビデオデータ、および字幕データのタイトル情報を生成し、タイトル情報を記録媒体１
４０に格納することができる。
【００５０】
　このとき、タイトル情報は、オーディオ圧縮フォーマット、ビデオ圧縮フォーマット、
および字幕言語種類などに関する情報を意味する。また、分離情報は、ディスク別に記録
される該当するオーディオチャンネルＩＤ、該当するビデオサブフレームＩＤ、該当する
字幕言語ＩＤなどであり、例えば１番ディスクの分離情報である場合には、オーディオチ
ャンネルＩＤは１／２／３／４、ビデオサブフレームＩＤは１（４分の１）、字幕言語Ｉ
Ｄは１（Ｋｒ）などのような情報を含むことができる。
【００５１】
　また、これとは異なり、超高鮮明コンテンツ制御器１２０は、複数のオーディオデータ
、ビデオデータ、字幕データの間の同期化のためのタイムスタンプを用い、複数のオーデ
ィオデータ、ビデオデータ、および字幕データを記録媒体１４０に格納することができる
。
【００５２】
　また、超高鮮明コンテンツ制御器１２０は、オーディオデータの複数のチャンネルへの
分離に関する情報、ビデオデータの複数のサブフレームへの分離に関する情報、字幕デー
タの国家言語別の字幕への分離に関する情報を記録媒体１４０に格納することができる。
【００５３】
　例えば、データ分離器１１１が４Ｋ（ビデオ解像度３８４０×２１６０、３０ｆｐｓ）
ビデオ、２２．２チャンネルのオーディオ、および４ヶ国語の字幕データを有する超高鮮
明コンテンツを、ビデオデータをフルＨＤ（１９２０×１０８０ｐ）ビデオの４つのサブ
フレームに分離し、オーディオデータを６つのチャンネルずつで４つに分離し、字幕デー
タを各国家別に４つに分離した場合には、オーディオデータ、ビデオデータ、および字幕
に関する情報であるタイトル情報を生成してメイン（Main）光ディスクに挿入し、オーデ
ィオ、ビデオ、および字幕データ間の同期のためにタイムスタンプ（Time stamp）を用い
ることができる。また、１つのメイン光ディスクと残り３つのサブ光ディスクに４Ｋ級ビ
デオの１／４サブフレーム（フルＨＤビデオの１フレーム）、オーディオの６つのチャン
ネル、および１ヶ国語の字幕データをそれぞれ割り当てて挿入して制御することができる
。このとき、それぞれの光ディスクには、分離したビデオ部フレーム情報、分離したオー
ディオチャンネル情報、および国家言語別の字幕情報と同じ該当するタイトル情報も挿入
することができる。
【００５４】
　このとき、本発明の一実施形態に係る記録媒体として、ＤＶＤ、ブルーレイＤＶＤ、Ｈ
Ｄ－ＤＶＤなどを用いることができる。
【００５５】
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　一方、本発明の一実施形態に係るデータフォーマット変換器１１２、符号化器１１３、
データフレーマ１１４、および光記入器１１５のうちの少なくともいずれか１つは、オー
ディオデータ、ビデオデータ、および字幕データをそれぞれ分離した個数に適合する個数
で構成することができる。
【００５６】
　本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディスク再生装置１３０は、光読取器（Optical Re
ader）１３１と、データデフレーマ（Data De-framer）１３２と、復号化器（Decoder）
１３３と、データフォーマット逆変換器（Data Format Deconverter）１３４と、出力イ
ンターフェース（Output Interface）１３５と、超高鮮明コンテンツ制御器１２０とを備
える。
【００５７】
　超高鮮明コンテンツ制御器１２０は、記録媒体１４０に格納されたデータを読み取る光
読取器１３１を制御する。すなわち、超高鮮明コンテンツ制御器１２０は、光読取器１３
１が記録媒体に格納された複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データと
、複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データのタイトル情報と分離情報
を読み取るように制御する。
【００５８】
　データデフレーマ１３２は、記録媒体に記録するための記録ストリーム形態の複数のオ
ーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データを出力するためのデータの形態に変換
し、複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データ間の同期化のためのタイ
ムスタンプを読み取ることができる。
【００５９】
　復号化器１３３は、複数のオーディオデータまたはビデオデータが圧縮されている場合
、複数のオーディオデータまたはビデオデータの圧縮を解除することができる。
【００６０】
　データフォーマット逆変換器１３４は、複数のオーディオデータの標本化率を変更した
り、複数のビデオデータのフレーム率、カラー空間、色度形態を変更したりする。
【００６１】
　このとき、データフォーマット逆変換器１３４は、複数のオーディオデータ、ビデオデ
ータ、および字幕データの個数と同じ個数で構成することができる。
【００６２】
　出力インターフェース１３５は、複数のオーディオデータおよびビデオデータを出力す
る。
【００６３】
　一方、本発明の一実施形態に係る光読取器１３１、データデフレーマ１３２、復号化器
１３３、データフォーマット逆変換器１３４、および出力インターフェース１３５のうち
の少なくともいずれか１つは、オーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データをそ
れぞれ分離した個数に適合する個数で構成することができる。
【００６４】
　図２は、本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディスク記録装置の制御方法を説明するた
めのフローチャートである。図２を参照しながら、本発明の一実施形態に係る超高鮮明デ
ィスク記録装置の制御方法について説明する。
【００６５】
　データ分離器は、伝達されたオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データのそ
れぞれをリアルタイム処理が可能なように複数に分離する（Ｓ２１０）。
【００６６】
　このとき、データ分離器は、ビデオデータを複数のサブフレームに分離し、オーディオ
データを複数のチャンネルに分離し、字幕データを字幕の国家言語別に分離することがで
きる。
【００６７】
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　また、データ分離器は、ビデオデータをＧＯＰ単位とし、複数のサブフレームに分離す
ることができる。
【００６８】
　この後、データフォーマット変換器は、複数のオーディオデータの標本化率を変更した
り、複数のビデオデータのフレーム率、カラー空間、色度形態を変更したりする（Ｓ２２
０）。
【００６９】
　このとき、データフォーマット変換器は、分離した複数のオーディオデータ、ビデオデ
ータ、および字幕データの個数と同じ個数で構成することができる。
【００７０】
　また、データフォーマット変換器は、複数のビデオデータの１秒あたりのフレーム数を
変更したり、ＲＧＢ形態からＹＵＶ形態に変換したり、色度形態を変換したりすることが
できる。
【００７１】
　この後、符号化器は、複数のオーディオデータまたはビデオデータを圧縮することがで
きる（Ｓ２３０）。
【００７２】
　この後、データフレーマは、複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕デー
タを記録媒体に記録するための記録ストリーム形態のデータに変換し、複数のオーディオ
データ、ビデオデータ、字幕データ間の同期化のためのタイムスタンプを生成することが
できる（Ｓ２４０）。
【００７３】
　超高鮮明コンテンツ制御器は、データを記録媒体に格納する光記入器を制御し、複数の
オーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データのタイトル情報と分離情報、または
複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データを記録媒体に格納する（Ｓ２
５０）。
【００７４】
　より詳細に説明すれば、超高鮮明コンテンツ制御器は、複数のオーディオデータ、ビデ
オデータ、および字幕データのタイトル情報を生成し、タイトル情報を記録媒体に格納す
ることができる。
【００７５】
　また、これとは異なり、超高鮮明コンテンツ制御器は、複数のオーディオデータ、ビデ
オデータ、字幕データ間の同期化のためのタイムスタンプを用い、複数のオーディオデー
タ、ビデオデータ、および字幕データを記録媒体に格納することができる。
【００７６】
　また、超高鮮明コンテンツ制御器は、オーディオデータの複数のチャンネルへの分離に
関する情報、ビデオデータの複数のサブフレームへの分離に関する情報、および字幕デー
タの国家言語別の字幕への分離に関する情報を記録媒体に格納することができる。
【００７７】
　図３は、本発明の一実施形態に係る超高鮮明ディスク再生装置の制御方法を説明するた
めのフローチャートである。
【００７８】
　超高鮮明コンテンツ制御器は、記録媒体に格納されたデータを読み取る光読取器を制御
し、記録媒体に格納された複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データと
、複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データのタイトル情報と分離情報
を読み取るようにする（Ｓ３１０）。
【００７９】
　この後、データデフレーマが記録媒体に記録するための記録ストリーム形態の複数のオ
ーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データを出力するためのデータの形態に変換
し、複数のオーディオデータ、ビデオデータ、および字幕データ間の同期化のためのタイ



(9) JP 2010-148091 A5 2012.6.28

ムスタンプを読み取ることができる（Ｓ３２０）。
【００８０】
　この後、復号化器は、複数のオーディオデータまたはビデオデータが圧縮されている場
合、複数のオーディオデータまたはビデオデータの圧縮を解除することができる（Ｓ３３
０）。
【００８１】
　この後、データフォーマット逆変換器は、複数のオーディオデータの標本化率を変更し
たり、複数のビデオデータのフレーム率、カラー空間、色度形態を変更したりする（Ｓ３
４０）。
【００８２】
　このとき、データフォーマット逆変換器は、複数のオーディオデータ、ビデオデータ、
および字幕データの個数と同じ個数で構成することができる。
【００８３】
　この後、出力インターフェースは、複数のオーディオデータおよびビデオデータを出力
する（Ｓ３５０）。
【００８４】
　したがって、本発明によれば、ディスク記録および再生装置において多チャンネルオー
ディオデータ、超大容量ビデオデータ、および字幕データをリアルタイム処理が可能なよ
うに分離して並列処理し、各データ間の同期化および分離したデータ間の同期化機能を適
用して、４Ｋ級以上のビデオと多チャンネルオーディオをディスクプレーヤおよびデジタ
ルシネマ格納および再生装置できるようにする。
【００８５】
　上述したように、本発明の好ましい実施形態を参照して説明したが、該当の技術分野に
おいて熟練した当業者にとっては、特許請求の範囲に記載された本発明の思想および領域
から逸脱しない範囲内で、本発明を多様に修正および変更させることができることを理解
することができるであろう。すなわち、本発明の技術的範囲は、特許請求の範囲に基づい
て定められ、発明を実施するための最良の形態により制限されるものではない。
【符号の説明】
【００８６】
　　１００：格納装置
　　１１０：超高鮮明ディスク記録装置
　　１１１：データ分離器
　　１１２：データフォーマット変換器
　　１１３：符号化器
　　１１４：データフレーマ
　　１１５：光記入器
　　１２０：超高鮮明コンテンツ制御器
　　１３０：超高鮮明ディスク再生装置
　　１３１：光読取器
　　１３２：データデフレーマ
　　１３３：復号化器
　　１３４：データフォーマット逆変換器
　　１３５：出力インターフェース
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